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(at)を@に変更してご使用ください。

2026年12月19日(土) 13:30～16:00

今回の講習会では，キャリア教育／支援による
変化を把握するために，回顧的プレテスト
（retrospective pretest）という方法を紹介す

るとともに，研究計画に組み入れる際の留意点
などに触れます。従来，変化に関しては，プレテス
ト−ポストテストの差からその量を把握する試み

が多くなされてきましたが，この方法には問題
（限界）もあるため，海外ではプレテストにかえて
回顧的プレテストを利用する研究が増加してい

ます。しかしながら，我が国ではほとんど利用さ
れていません。キャリア教育／支援の文脈では，
プレテスト−ポストテストデザインよりも，回顧的

プレテストーポストテストの方が適する場合も少
なくないでしょう。
キャリア教育／支援による変化を把握したいと

お考えの方はもちろん，プレテスト−ポストテスト
デザインで想定外の結果になった経験をお持ち
の方，回顧的プレテストを知り研究の幅を広げ

たい方などのご参考になればと考えております。

日本キャリア教育学会 研究推進委員会企画

研究講習会（オンライン開催）

回顧的プレテストへの招待
−キャリア教育/支援による変化を把握する研究計画−

講師：浦上昌則先生

読んでおこう！

浦上昌則（2024）「キャリア講演会の効果を把握
する方法の比較検討」（43巻, 21-31.）

参加費無料

なお，こちらからアクセスできる拙論を
事前に読んでいただければ，内容の理
解が容易になるでしょう。ぜひお目通し

ください。
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